




 

I 研究概要 

生体の感染防禦能には特異性免疫(液性及び細胞性)り他に,貧食細胞を中心と

する非特異性防禦能がある。この点,小児新生児の末梢血中顆粒球や単球の機能

状態を知ることは,感染症児のみならず,他の疾患による入院患児の感染防禦を

把握するために必要である。 

我々は,末梢血中貧食細胞の遊走能,異物貧食能,NBT 還元能,細胞内殺菌能など

を種々の小児新生児疾患について測定している。また,種々の薬剤,たとえば副

腎皮質糖質ホルモン,抗菌物質,抗腫痕剤などが,これら貧食細胞機能に障害を

もたらす成績も得ている。 

近年,大学付属病院でとり扱う疾患は,白血病を含む悪性腫蕩をはじめ,いわゆ

る難病が主体となり,これらの感染防禦対策は極めて重要な課題であり,更に研

究を続ける必要がある。 


